
熊本型「機能分離型排水桝」 

熊本型の「機能分離型排水桝」の仕組み

小雨時 

※県営事業で排水桝の新設もしくは入れ替えを行う工事については、機能分離型排水桝を標準設置 

としています。 

豪雨継続時 豪雨時（効果発揮時） 

畦畔・排水桝天端 

5cm 以上 

熊本型「機能分離型排水桝」の構造 

機能分離型排水桝による田んぼダムを取り組むにあたってのポイント 

営農用せき板（水位調節板） 

田んぼダム専用せき板 

詳細構造 

田んぼの学校 2023in 錦町：令和５年７月３１日 

森林の学校 in やつしろ：令和５年９月９日 



多面的機能支払交付金を活用する際の留意事項

資源向上支払（共同）で取り組めます。 

 多面的機能の増進を図る活動の「55 防災・減災力の強化」を選

択し、1 年を通して防災・減災に取組むという考えで ４ 月～3 月

までチェックを入れ、実施区域位置図に「田んぼダム」に取組む地

域を図示して下さい。 

① 活動計画への記載例 

② 交付金使途の例 

以下のような作業に係る日当及び資材費として

活用することが可能です。  

③ 交付金の加算措置について 

集落（活動組織）で取組む場合は、田んぼダム 

加算（最大 ４00 円／10ａ）を受けることができま

す。なお、加算措置の要件は、下記のとおりです。 

※農地・水保全管理支払の取り組みを含め共同活動を 

５年以上実施、または長寿命化のための活動に取り 

組む地区は加算単価に 0.75 を乗じた額となります。 

せき板の設置後の管理作業 畦畔の畔塗、再構築 んぼダム専 排 桝の購 ・設置

※加算措置をもらわなくても田んぼダムに取り組むこと

ができます。 

まずは交付金の加算を貰わなくても、

田んぼダムに取り組んでみませんか？ 

補助事業（農地耕作条件改善事業）の活用

事業実施主体 

〇市町村、土地改良区など 

採 択 要 件 

○流域治水プロジェクトの策定水系等 
 ○ハード事業費 200 万円以上、農業者 2者以上 
 ○水田貯留機能向上計画の作成  
 ○農地中間管理機構との連携概要の作成 など

ハード支援 

○排水桝、排水路、畦畔などの整備が可能 
 ○流域治水に資する排水桝、排水路等の整備は、

 ○団体営事業の負担割合は下表のとおり 
  ※下表は定率助成の場合ですが、定額助成による支援メニューもあります 

ソフト支援 

○農地耕作条件改善事業を活用したハード整備を行うことにより、ソフト事業（定額 300 万
円/年×最大 5年＝1,500 万円）の活用が可能 ※ソフト事業費については国費 100％

○「田んぼダム」の専用せき板の購入など、「田んぼダム」の推進に係る経費への支援が可能 

畦畔築 

排 路の整備 

事業の活用イメージ 

事業対象地域 

○農振農用地のうち地域計画の策定区域等 

（防災ガイドライン適用：排水桝、排水路など） （通常の団体営事業の場合：畦畔など） 

排 桝の整備 

排水桝、排水路、畦畔再構築等の整備 


